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1. はじめに 

近年，全国各地で豪雨による浸水被害などが度々発

生しているため，これらのような豪雨への対策が切実

に求められる．しかし，空間的・時間的に限られた範

囲に集中した強雨は，現段階ではその発生位置や時刻，

規模等を正確に予測することは難しい．ま本研究では，

中部地方を対象として，このような降雨を検出するた

めにアメダスデータを用いて求めた発生頻度分布を地

図上に示し，そこから短時間強雨の極大域を求め，短

時間強雨の解析を事例ごとに行っていくことを目的と

している． 

2. 解析方法 

① 解析に用いたデータ 

本研究では，東海・北陸・甲信越の計 10 県のアメダ

ス観測所の 1976～2018 年の時間雨量データを用いた． 

② 解析方法 

 本研究では，VBA を用いて，3 時間雨量が 100 ㎜以

上の降水イベントの回数を地点ごとに算出し，地図上

に発生頻度分布を示した． 

3. 結果 

 図１に愛知県，三重県，岐阜県，静岡県での 3 時間

100 ㎜以上降雨の発生頻度分布を示す．    

 図１a)より，名古屋から東海，知多半島にかけて 

と作手，図１b)より，南伊勢から尾鷲にかけてと亀山

から北勢にかけて，図１c)では，西部の樽見から八幡に

かけて，図１d)では，西部の熊から川根本町にかけて

と川根本町から静岡にかけて，また東部の天城山を中

心とした地域において 3 時間 100 ㎜以上の降雨発生頻

度が高い傾向があることがわかった． 

 また，愛知・岐阜・三重の 3 県について，これら 3

県まとめた図を右の図２に示す． 

図１と比較すると，岐阜県の樽見から三重県の北勢，

亀山あたりまでの地域で 3 時間 100 ㎜以上の発生頻度

が多い傾向にある．また，愛知県の東海から名古屋に

かけての発生頻度が大きいエリアが岐阜県の多治見ま

でに至っていることがわかる． 

図 1．東海 4 県の 3 時間 100 ㎜以上降水の 

発生頻度分布 a)愛知県 b)三重県 c)岐阜県  

d)静岡県 

 

図２．愛知・岐阜・三重県における 3 時間 100 ㎜以上 

降水の発生頻度分布 
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4. 考察 

① 従来研究と本研究の比較 

 愛知県については，愛知県所管の雨量観測所のデー

タを用いた解析では，名古屋市付近，知多半島東部，

作手について 3 時間程度の強雨の発生頻度が高い傾向

にあることが分かっている（庄，2011）．このことから，

観測期間，地点数の違うアメダスデータを用いた解析

においても愛知の 3 時間程度の強雨の傾向を的確に示

せているといえる． 

② 名古屋地域の短時間強雨傾向 

 名古屋地域での 3 時間 100 ㎜以上降雨の発生頻度の

極大域が多治見周辺に至っている可能性が示唆される

ため，事例ごとの発生日時を検証し，多治見と名古屋

周辺の極大域との同時生起の関係を調べた．その結果，

多治見 7 回，名古屋 9 回，東海 8 回のうち，4 回にお

いて同じ時間帯に 3 時間程度の強雨が発生しているこ

とがわかった．このことから，名古屋周辺の極大域は

多治見まで至っている可能性があり，また，この極大

域で線状の降水帯が 3 時間程度の強雨を発生させてい

ることが示唆される． 

③ 岐阜西濃・中濃地域での短時間強雨傾向 

 岐阜西濃・中濃地域については，天気図を用いて名

古屋地域での発生機構の関係性を検証した． 

 この結果，台風の直接的な影響を除いた場合では，

図３のように東海地方の南西部に低気圧，南東部に高

気圧があり東海地方に南東の風が流れ込みやすい状態

でかつ，東海地方周辺または北部に停滞前線または寒

冷前線があるときに比較的起こりやすい傾向がある．

これは，名古屋周辺での 3 時間程度強雨が起こりやす

い気圧配置と類似しているといえる(庄ら 2014)．この

ことから，岐阜西濃・中濃地域と名古屋地域での 3 時

間程度強雨発生機構は何らかの類似性がある可能性が

考えられる． 

5. 今後の課題 

① 北陸・甲信越について 

 本研究での解析の結果，北陸・甲信越では 3 時間 100

㎜以上降雨の発生回数が少なく，短時間強雨傾向を顕

著に表す分布図が描けなかったため，100 ㎜より低い閾

値を設けるなどの改善を施す． 

② 東海地方の短時間強雨の発生傾向の解析 

 図２より示された図から，3 時間程度の短時間強雨が 

図３．４．③の場合の天気図の例(提供：気象庁) 

 

起こりやすい場所について，強雨時の大気の状態や風 

向きなどを詳細に分析し，そこから 3 時間程度の強雨

が起こりやすい地域ごとの強雨の発生要因を導く．そ

のために各事例について特徴的なものをひとつひとつ

検証していく他，レーダーや再解析のデータを用いる

ことも検討している． 

6. おわりに 

本研究では，短時間強雨の発生傾向を導くために，

中部地方の 3 時間 100 ㎜以上の降雨発生頻度分布図を

求めた．その結果，東海地方では短時間強雨の傾向が

顕著に表れたが，北陸・甲信越地方ではそれらを上手

く表すことができなかった．今後は，名古屋地域と岐

阜西濃・中濃地域において，短時間強雨時の事例検証

を行い，そこから短時間強雨発生時の気象場の傾向を

導く． 
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